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災害時要援護者支援計画災害時要援護者支援計画

～みなさんで協力し、
要援護者の方々を支援しましょう～

千葉県野田市千葉県野田市

・ 平成１５年６月

旧野田市と旧関宿町が

合併し、新野田市が誕生

・都心から約３０キロ

関東平野のほぼ中央、

千葉県の北西部に位置

１１ 野田市の概要野田市の概要
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・ 東が利根川
西が江戸川
南が利根運河
三方を河川に
囲まれた
特殊な地形

・ 人口
約１５万６千人

・ 面積
１０３.５４

平方キロ

22 地形・人口・面積地形・人口・面積

33 災害に備えた要援護者災害に備えた要援護者
支援体制の整備へ支援体制の整備へ

洪水ハザードマップの作成

災害時要援護者支援計画

平
成
17
年
7
月
水
防
法
の
改
正

水防計画・地域防災計画の変更

・避難所の見直し

・避難準備情報等の発令の追加
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44 計画の位置づけ計画の位置づけ

野田市地域防災計画

地震、風水害等の災害が発生した場合に
おける災害時要援護者の支援

個人情報の保護に留意

平常時における準備行為及び災害発生時における措置について
必要な事項を定め、もって要援護者の避難の的確かつ迅速な実施
に資することを目的

野田市災害時要援護者支援計画

55 計画のポイント計画のポイント

1 この計画を進めていくためには、自治会・自主
防災組織のご協力が不可欠であること。

「自治会等・要援護者の同意を得て実施」

2 個人情報の保護に、最大限の配慮をしている。

3 未同意の地区の要援護者についても、災害時に備
えて、名簿の作成・保管を行うこと。
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66 避難支援を行う対象範囲避難支援を行う対象範囲

要援護者の範囲要援護者の範囲
災害発生時において避難情報の入手、避難の判断又は

避難行動を自ら行うことが困難な者を対象

① 身体障害者

② 精神障害者

③ 知的障害者

④ 要介護等認定者

⑤ 高齢者のみの世帯

⑥ 上記のほか、避難情報の入手、避難の判断又は

避難行動を自ら行うことが困難な者

【【家族等の介助により避難に支障がない者を除きます。家族等の介助により避難に支障がない者を除きます。】】

77 個人情報保護のための措置個人情報保護のための措置

1 個人情報保護に関する指導・啓発

2 個人情報の管理

次の事項を遵守するよう徹底するものとする次の事項を遵守するよう徹底するものとする..
①① この計画に定めた者以外の者に閲覧させ、又は伝達しないこと。この計画に定めた者以外の者に閲覧させ、又は伝達しないこと。

②② この計画に定めた場合のほか、写しを作成しないこと。この計画に定めた場合のほか、写しを作成しないこと。
③③ 紙媒体により管理すること。（市長が管理する場合を除く。）紙媒体により管理すること。（市長が管理する場合を除く。）
④④ 個人情報を含む紙媒体は、施錠可能な金庫等に保管すること。個人情報を含む紙媒体は、施錠可能な金庫等に保管すること。

⑤⑤ 完了等によって不要となった個人情報を、速やかに廃棄し、又完了等によって不要となった個人情報を、速やかに廃棄し、又

は消去すること。は消去すること。
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①① 平常時における実施地区平常時における実施地区

支援者（2人以上）

自治会又は

自主防災組織

野田市

届出書の提出・連携

災害時

要援護者

個別支援計画

申請書の配付

申請書の提出

副本の提供

申請書の提出

副本の保管 要援護者台帳

副本の提供

自治会等が計画に取り組む地区

支援者の選定・了解

日常的訪問活動

信頼関係の構築

②②行政情報との突合による要援護者の補足的把握行政情報との突合による要援護者の補足的把握

（平常時・実施地区）（平常時・実施地区）

自治会又は

自主防災組織

野田市

要
援
護
者
台
帳

突
合

行
政
が
保
有
し

て
い
る
情
報

未登録要援護者台帳

職員及び民生委
員による訪問調査

希望する場合

（同意する）

要援護者でもあるの
にかかわらず登録を
希望しない者

漏れている者を抽出

災害時

要援護者

支援者

調査

報告

登録申請
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③③ 潜在的要援護者の把握潜在的要援護者の把握
（平常時、未実施地区）（平常時、未実施地区）

野田市自治会又は

自主防災組織

職員及び民生委員

行政が保有し
ている情報

情
報
に
よ
り
作
成

災害時

要援護者

支援者

潜在的要援護者台帳

④④ 災害時における要援護者支援活動災害時における要援護者支援活動
（実施地区）（実施地区）

自治会又は

自主防災組織

野田市

災害対策本部

要援護者台帳

災害時

要援護者

支援者

未登録要援護者台帳

副本の活用

副本の提供

避難情報の提供

避難支援の指示

構成員による未登録

要援護者の避難

避難支援の実施

避難情報

福祉班
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⑤⑤ 災害時における要援護者支援活動災害時における要援護者支援活動
（未実施地区）（未実施地区）

支援者

野田市
自治会又は

自主防災組織 災害時

要援護者

副本の提供

潜在的要援護者台帳

構成員による所在地の確認・避難支援

災害対策本部

避難情報

福祉班

野田市の取組状況野田市の取組状況

説明会 72自治会

実施 20自治会

説明会の質疑等

・支援者の選定

自治会・自主防災組織
380団体


